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誰が 中等学校 に進学 したか
一近代日本における中等教育機会 ・再考 一
菊 池 城 司
【要旨】
戦前の中等教育機会に関する最 も詳 しい資料のひとつに 『尋常小学校卒業者 ノ動向二関スル調査』
(文部省教育調査部、1938年3月)がある。それによると、わが国の中等教育機会の特徴 は、「中等教
育機会(中 学校、高等女学校、実業学校)か ら、資産下(下 位約1/4)の児童がほぼ完全 に遮断 され
ていた…。資産中(上 位10-76%)…については、[社会全体の分布 と見合 う程度 に]中 等教育機会
が与 えられていた」(菊池、1967)。この結論 は、集計 されたデータに基づいてお り、調査結果 を詳
細に検:討した結果で はない。そこで、この集計の もとになっている41集計単位(多 くの場合、大都
市 ・都市の場合 には1市、町村の場合は3-4町村)に もどって、再分析 を試みる。
その結果、成績別 ・資産別に中等学校進学率 を算出 して、成績 「丙丁」、資産 「下」 などの選抜度
指数 に注 目すると、1.0をこえることはないがゼロでもない地域 はいずれ も、東京 旧市区お よび新市
区あるいは地方都市 などに現 われる。東京あるいは地方の都市(県 庁所在 地あるいはそれに準ずる)
における小学校の中には、成績 「丙丁」、資産 「下」 だか らといって、中等教育機会か ら必ず しも遮
断されていたとはいえない場合 もある程度 は存在 したということである。
ここに現 われるイメージは、高進学率の世界 と低進学率の世界の併存である。 これらは、具体的
には、東京 を始めとする大都市 と農村 とにかな りの程度 までは対応する。その中間段階には、後者
か ら前者への移行 過程 にあ る地方都市 が存在す る。東京 に も部分的には進学率の低い地区があ り、
逆に地方都市 にも部分的 には進学率の高い地 区が存在 していた。高進学率の世界 においては、かつ
て成績 「丙丁」、資産 「下」の層が遮断 されていた教育機会の断層 はすでに崩れつつあった。それに
対 して、低進学率の世界では、教育機会の断層は依然 としてほ とん ど不動のままであった。東京市
を例外 として除いて、全体 を合計すると、大 きなウェイ トをもつ低進学率の世界の傾向が ドミナン
トとな り、高進学率の世界 とそ こへ向か う変化 の傾向が見 えに くくなっていたと考 えられる。
「小畑 は郡役所 に勤め ている官吏 の息子 、小島 は町で有名
な大 きな呉服 屋の息 子 、櫻 井 は行 田の藩 士で明 治の初 年
に この地 に地所 を買 って移 って きた金持 ちの息子 、 その
ほ か造 酒屋 、 米屋 、 紙屋 、裁 判所 の 判事 の 子息 た ちに
[中学 校]同 窓の友がい くらもあった。」(田山花袋 『田舎
教 師』、明治42年)
1.課題の設定












引用 ・言及されている。筆者が行なったのは、この資料の一部分を 「切 り取 り」、ごく表面的な
利用をしたに過ぎない。それにもかかわらず、それまでの研究が見落としていたファクト・ファ
インディングがたまたま可能になったのは、この資料が秘めている情報量の豊富さを物語ると思
















村 と1㎜戸以下39村が調査 されている(ただ し、町村の場合には、1000戸以上の町も1000戸以下
の村 も県単位で一括 されているので、分離することはできない)。すでに中等学校進学率の地域
差が知 られており、それに対応するデザインになっていたことがわかる。











ちにまとめると、次の ようになる。中学校 ・高等女学校 と実業学校を合算 した中等学校進学率は
男子19.5%、女子22.5%となり、女子の方が高 くなっていた。その反面、不進学率は女子の方が
10%以上 も高い。なお、この進学率はいわゆる 「現役」進学率であ り、高等小学校に1年あるい














































































































































































































































































































か ら、資産下(下 位約互/4)の児童がほぼ完全に遮断されていた … 。資産中(上 位10-
76%)… については、[社会全体の分布 と見合 う程度 に]中 等教育機会が与えられてい
た。 … もちろん、資産中のレンジが非常に大きいので、資産中内部での差異は当然予想 しな
ければならない」(菊池、1967)という点にある。この資料は断層の存在を確証するが、その断




























































































































































この結論は、集計 されたデータに基づいてお り、調査結果を詳 しく検討 した結果ではない。集





















能性 も完全 には否定することはできない。おそらく地区単位 ごとの分析を目的にしていないこの
調査資料を、地区単位ごとの分析に転用する以上は、,この種の外れ値が現われるのは不可避であ
ろう。





















































































図20高 等 小 学 校 進 学 率 の 幹 葉 表 示(女 子)
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わめて低いところがい くつかみられる。しかも、多 くの場合、それ らの分布は、平均を中心にし
てその周辺に集中するというよりは、むしろ大 きな分散を示す傾向がある。これらを個々の進路
別に分析することも可能であるが、煩磧になり過ぎる。そこで、当時の尋常小学校卒業後の進路





中等学校[中 学校(高等女学校)+実 業学校]進 学率の分布 も、幹葉表示をしてみるとわかる










ほどである。なお、女子では、例外的にく岡山市 〉(南 方小1校)が 東京のく旧市 区 ・山








































































































































































































































子と女子 とに分けて図示 したものであ り、図30および図31は、同じく資産別選抜度指数の関係を
男子 と女子とに分けて図示 したものである。仮に選抜度指数0.1以下を断層 と考えるとすれば、断
層が存在 した地区がきわめて多いことはいうまでもないが、断層の存在がはっきりとは認め られ
ない地区も少なからず存在 した。どのような地区がそうだったのだろうか。成績 「丙丁」や資産






















京旧市区(山手方面および下町方面)お よび新市区(住 宅並雑業地方面)な どに代表されるよう
な地区であることに注意 しよう。東京あるいは地方の都市(県 庁所在地あるいはそれに準ずる)
における小学校の中には、成績 「丙丁」、資産 「下」だからといって、中等教育機会から必ず し
も遮断されていたとはいえない場合 も存在 したということになる。これらの小学校では、中等学
校に地理的に接近 しているという地の利があり、成績、資産などの全体の水準が高いために、成


























































外 とする)保たれたので、ス トックとしての土地 と労働力に関する要素比率は全体としてほとん
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ど不変であった。第三に、農業内では、農業経営の規模分布にさしたる大きい変化は認められな
かった。少な くとも大小両極への分化はなかった。第四に、自作農が土地制度の中核であった。




大 してい く産業化部門(高進学率の世界)と 連結されていたことを示唆する。農村からはみ出す
ことになる部分は、一部分は上級学校進学によって、大部分は小学校卒業後数年以内に 「縁故関












するものがあれば、少なくともそれらに疑問を提起 し再検討を求める根拠 となるか もしれない。
この時期には既に、大都市 を中心に高進学率の世界が生まれていた。地方都市 などにおいて、









によって学んできた義務教育修了者でも入 り込むことができる緩やかな 「隙間」が存在 していた。





部門が成立 して、それに強い関心をもつ読者層が一定数存在 していたから、それをめ ぐる図書や
雑誌 ・新聞記事が多 く残っている。文献資料のレベルでの実証に忠実であればあるほど、高進学
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Accessto.SelectiveSecond耳rySchoolsinModemJapan:
ReConsidered
Jy(オiKIKUCHI
Inl936the.JapaneseMinis的ofEducationmadealargescalenationalsurveyonthefirstdesdnation
ofcompulsorypr並maWscho6116avers(about15,000samples).Iintroducedandanalysedtheresultsin
mypaper,AccesstoSebondaryEducationinModemJapan,TheJapaneseJoumalofEdμcat孟onal
Sociology,No.22,0ctober1967.Ipointedouuhat,althoughchildrenf廿omthelowestfamilyincome
classwerealmostentirelyexcludedffomopportunidesfbrselectivesecondalyeducation(academic
secondaryschoolfbrboys,girls,highschool,andvocationalsecondaryschoo1),theratiosofmiddle
incomegroupwereasiargeastheexpecteds卜aresinrepresentation.
Thisisanattempttoreanalysethesurveyresults.Isittruethatthelowest25%ofthepopulationin
te㎜sof飴 π亘lyincomewas滋mostendrelycutoff?Fromthedataanalysedhere,classifying血esur-
veyareasintohigherandlowerenrollment,itcanbeconcludedthat,inurbanresidentialareas,oppor-
tunitiesfbrselecdvesecondaryeducationwereactuallyopentoaごomparativelylowerclass.Inrural
townsandv孟llages,however,thelowestincomegroupswerestill31皿ostentirelycutoffffomselec-
tivesecondaryschools.
